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道徳教育は、特別の教科である道徳を要として、学校の教育活動全体を通じて行うものですが、

道徳教育と道徳科はどのように関連させればいいのでしょうか。 

 

道徳教育と道徳科の関連を図るには、次のよう

なことに留意する必要があります。 

① 道徳科以外で扱うことが難しい内容を、道

徳科で補充する。 

② 教科等のねらいを妨げないよう、教科等に

関連する内容を道徳科で扱い、深化する。 

③ 教科等における道徳教育と道徳科の学び

との関連を捉え直させるなど、統合する。 

  

例えば、「約束やきまりが守れる子の育成」を行うために、特別活動と道徳科を関連させることが

考えられます。 

 

特別活動の学級活動においては、「みんなで意見を出し合いながら、クラスのきまりを守っていこ

う」という活動を行い、解決するために合意形成や意思決定を行います。 

 一方、道徳科では、きまりは何のためにあるのか、その道徳的価値の意義について考え、自分の

生活に生かしていこうとする態度を養います。 

すなわち、各教科等や日常生活では、道徳的実践の指導を行い、道徳科においては道徳的な判断

力・心情・実践意欲と態度の育成を行います。このように互いに関連させることで、指導の効果を

一層高めることが期待できます。 

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の推進 
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